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論点Ⅰ
この20年で「多文化共生の地域づくり」は進んだか？

大きく変わった景色
→佐賀県では、この20年間、「多文化共生の地
域づくり」は着実に進んできている、と思う（Goal
はまだまだ遥かに先だけど・・・）



20年前（2006) 今（2026)

外に向けた国際化

・姉妹交流等を生かした
地域振興のイメージ

中国（遼寧省、貴州省）香港、
韓国全羅南道、タイ（観光）オ
ランダ（陶磁器）等

（・多文化共生の推進）

内なる国際化

・待ったなしの
「多文化共生の推進」

もはや外国人住民なしの地域
あり得ず

外国人と一緒にどう地域を
作っていくか

「国際化への対応」が大きく変化



20年前（2006年）の佐賀県は？

➢市町村合併（2005-2007年）
・40市町村→20市町へ

➢佐賀県行財政改革緊急プログラム（2004-2010年）
・基金取り崩し
・職員削減
・給与カット
（→県民協働化テストへのトライ）

➢県補助金カットによりSPIRAでも基金の約1/5取り崩し
（2008-2011年）
（20,000千円×3年＋18,918千円取り崩し）

・・・正直、多文化共生どころではない・・・
（細々と楽しそうな交流イベントを実施）



佐賀県における「多文化共生の地域づくり」の進展

20年前（2006) 今（2025）

佐賀県人口 872,302人 794,252人 0.9倍

佐賀県外国人数 4,448人 11,175人 2.5倍

佐賀県内外国人率 0.5% 1.4％ 2.8倍

SPIRA予算（千円） 46,000（千円） 105,162（千円） 2.3倍

SPIRA職員数 6人 15人 2.5倍

災害時対応
（外国人支援）

特にSPIRAに求められた業
務なし

災害時多言語支援センター
を設置、活動
警報以上が出た場合、9言語
発信

皆増

地域日本語教室数 4教室（3市/20市町） 26教室（16市町/20市町） 6倍

医療通訳利用者数

不明（2008年2件。通訳ボ
ランティアに依頼。患者本人
or病院が通訳費支払い

228人（2024FY、患者も
病院も無料）
医療通訳さぽーたーの4割
が外国人

100倍

外国人相談数 269 777 (2024FY) 3倍



外国人数

SPIRA予算



４ 災害多言語支援センター2 日本語教育

1 国際理解講座 ３ 医療通訳

今のSPIRA（2026）



６ ウクライナ避難民受入れ５ 外国人総合相談窓口

7 SPIRA 国際フェスタ 8 Sagan World CUP



論点Ⅱ 国、県、市町村の役割分担について

佐賀県では、多文化共生に取り組む主役はいつも４者。
県・SPIRA・市町・CSOが一体となって取り組む土壌
※2005-2007年 佐賀県県民協働化テスト（財政危機を契機に行われた社
会実験。県の仕事をいったん白紙に戻し、県民と一緒に行う新しい公共の形を
模索したもの）の置き土産か。この後、日本初の国連公共サービス賞受賞
(2009)やNGO誘致へ



論点Ⅲ 残された課題

➢多文化共生への理解、共感醸成
（国が国民にどう語るか）

➢日本語教育の体制づくり
（ボランティア支援の限界）

➢プレスクール、高校進学等への支援 など

まだまだ沢山ある
・
・
・
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